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核急性期病院です（いずれも平成 21 年度実績）。 
 放射線部門には放射線科医 5 名（診断医４名、







平成 16 年 1 月、病院医療情報システムの整備
に伴い、RIS・レポートシステムが導入され、放
射線部門は救急を含め、完全オーダリング運用と
なりました。その後平成 18 年に 64 列 CT の導入
とともに小規模 PACS を設置、翌平成 19 年には
12TB のストレージ容量を持つ本格的 PACS を導
入し、3 年間の移行期間を経て、平成 22 年 10 月































には RIS は手動・PACS/Report は自動的に切り
替え運転して、大規模なシステムダウンを回避す
るようにしています。 




特集                      日本赤十字放射線技師会 電子会誌第 3 号




 PACS サーバは 24TB×2 系統（メイン・サブ）










ト（読影 1 面+モノクロ３M2 面）+電子カルテ（カ
ルテ 1 面+カラー１M2 面）を基本構成として配置。
整形・呼吸器・小児・救急等の外来及び、各病棟
管理室には電子カルテ 1 面+カラー２M2 面を、そ





























































ターQC 班を構成、院内各所の PACS 用モニター
の QC 活動を行っています。QC ツールには
Nanao 社の RadiCS を使用し、JESRA-X0093 ガ
イドライン準拠でモニターの不変性試験及びキ
ャリブレーションを行っています。作業は月 1回、
業務終了後に 2 時間程度かけて行い、1 年ローテ
ーションで院内全域を巡回しています。 
 
Fig.5 手術室でのモニターQC 作業 
 
⑥外部画像入出力･･･Array 社 AOC1.4 を受付と
画像管理室に各１台配置、取り扱い業務の大部分 



























































Fig.7 画像ｶﾝﾌｧﾚﾝｽ室 47inch ﾜｲﾄﾞﾓﾆﾀｰ 
